
４ 理科 

学校番号 318 

平成 31 年度 理科 

 

教科 理科 科目 物理基礎 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 「物理基礎 改訂版」 （啓林館） 

副教材等 ｢ステップアップノート 物理基礎｣（啓林館）、｢良問の風 物理｣(河合出版) 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

１ 日常生活で起こる様々な自然現象に興味をもち，その法則性について考える態度をもつこと。 

２ 疑問に思ったことを記録し、調べたり、質問したりする態度をもつこと。 

３ 学んだことを自分の言葉を加えて短文で表現する力を身につけること。 

４ クラスメイトと討論をしながら，学び合い・教え合う姿勢を身につけること。 

 

２ 学習の到達目標 

日常生活や社会との関連を図りながら物体の運動と様々なエネルギーへの関心を高め，目的意識を

もって観察，実験などを行い，物理学的に探究する能力と態度を身につけるとともに，物理学の基

本的な概念や原理・法則を理解し，科学的な見方や考え方を養う。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c: 観察・実験の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

・自然現象に関心をも

ち，科学的な見方をし

ているか。 

・授業，実験に意欲的

に参加し，論理的に探

究しようとする態度が

見えるか。 

・さまざまな物理現象

を論理的に考察・分析

し，その本質を原理や

法則から説明できる

か。 

・観察や実験を通し

て，物理現象を論理的

に分析，問題解決し，

実験結果(事実)に基

づいて科学的に判断

できるか。 

・観察や実験の技能

を修得できたか。 

・観察や実験を通し

て科学的に探究する

方法を習得できた

か。 

・課題や実験のレポ

ートにおいて，的確

に表現する方法を習

得してるか。 

・観察や実験を通し

て，様々な自然現象

の背景には原理や法

則があることを理解

できたか。 

・自然現象を定量的

に考察するため，物

理量（概念）を定義

し，利用することが

理解できたか。 

評
価
方
法 

・学習活動への参加の

仕方や態度 

・実験レポート 

・課題プリントへの取

組み 

・ノートの作成状況 

・実験レポート 

・定期考査の思考・応

用問題 

・課題プリントの取組

み 

・ノートの作成状況 

・実験レポート 

・定期考査の観察・

実験に関する問題 

・課題プリントの取

組み 

・ノートの作成状況 

・実験レポート 

・定期考査の知識・

理解に関する問題 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 

 

 

 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

前
期
第
１
中
間
ま
で 

第
１
章 

物
体
の
運
動 

第１節 速度 ○ ○ ○ ○ 

a: 物体の運動に興味をもち，

物体の運動を調べようとす

る。 

b: 物体の速度・加速度を考え

たり，グラフを考えたりする

ことができる。 

c: 落体の運動の様子を調べ，

x-tグラフや v-tグラフに表す

ことができる。 

d: 物体の等速直線運動や加

速度運動、落下運動がわかる。 

・学習活動への

参加の仕方や態

度 

・実験レポート 

・課題プリントへ

の取組み 

・ノートの作成状

況 

・定期考査の観

点に関する問題

の正答率 

第２節 加速度 

 

○ ○ ○ 

前
期
第
２
中
間
ま
で 

第３節 落体の運動 

 

○ ○ ○ 

第
２
章 

力
と
運
動 

第１節 力 ○ ○ ○ ○ 

a:力に関心をもち、力が働い

たときの運動の変化を調べよ

うとする。 

b: 力のつり合いや，作用・反

作用を理解し、運動方程式か

ら運動を考えることが出来

る。 

c: 物体にはたらく力、合力・

分力を作図することができ

る。 

d: 力の性質や力のつり合い、

作用・反作用の法則、運動の

三法則、摩擦力や浮力，圧力

などが理解できる。 

・学習活動への

参加の仕方や態

度 

・実験レポート 

・課題プリントへ

の取組み 

・ノートの作成状

況 

・定期考査の観

点に関する問題

の正答率 

第２節 運動の法則 

 

○ ○ ○ 

第３節 様々な力と

運動 

 

○ ○ ○ 

前
期
末
ま
で 

第
３
章 

仕
事
と
エ
ネ
ル
ギ
ー 

第１節 仕事 
○ ○  ○ 

a: 仕事の意味や，力学的エネ

ルギーとの関係に関心を持ち

調べようとする。 

b:仕事,位置エネルギー,運動

エネルギーを関連付けて考え

ることが出来る。 

c: 力学的エネルギー保存の

法則を調べる観察と実験を行

い，得られた結果を数値やグ

ラフに表すことが出来る 

d: 仕事,位置エネルギー,運

動エネルギーを関連付け、そ

こから力学的エネルギーの計

算をすることができる。 

・学習活動への

参加の仕方や態

度 

・実験レポート 

・課題プリントへ

の取組み 

・ノートの作成状

況 

・定期考査の観

点に関する問題

の正答率 

第２節 運動エネル

ギー 

 
○  ○ 

第３節 位置エネル

ギー 

 
○  ○ 

第４節 力学的エネ

ルギーの保存 

 

○ ○ ○ 

第
２
部 

熱 

第１節 熱と温度 ○ ○  ○ a:熱と仕事の変換に関心を持

つ。 

b：熱とエネルギーを関連づけ

・学習活動への

参加の仕方や態

度 第２節 熱量  ○  ○ 



第３節 熱の利用  ○  ○ 

て考えることができる。 

d: 熱量が保存されることが

わかる。 

・課題への取組

み 

・定期考査の観

点に関する問題

の正答率 

後
期
中
間
ま
で 

第
３
部 

波 

第１章 波の性質 ○ ○ 

 

○ 

a: 波とは何か関心を持ち，縦

波と横波の違いを調べようと

する。 

b: 波の性質、重ね合わせの原

理，定常波，反射波の種類を

考えることができる。音源の

振動を，弦や気柱の性質と関

連づけて考えることができ

る。 

c: 共鳴・共振やうなりといっ

た音の性質を調べ，表すこと

ができる 

d: 縦波と横波の違い、反射波

の性質、弦の振動と気柱の振

動が理解できる 

・学習活動への

参加の仕方や態

度 

・課題プリントへ

の取組み 

・ノートの作成状

況 

・定期考査の観

点に関する問題

の正答率 
第２章 音 

 

○ ○ ○ 

後
期
末
ま
で 

第
４
部 

電
気
と
磁
気 

第１章 静電気と電

流 
○ 

   a:静電気の原理や，導体・絶

縁体・半導体に興味をもち，

調べようとする。 

b: 電流，電圧，電気抵抗等の

関係について考えることがで

きる。 

c:電流と電圧の変化を実験に

よりオームの法則に照で表す

ことができる。 

d: 静電気と電子，電荷と電気

量についてわかる。 

・学習活動への

参加の仕方や態

度 

・実験レポート 

・課題プリントへ

の取組み 

・ノートの作成状

況 

・定期考査の観

点に関する問題

の正答率 

第２章 交流と電磁

波 

 

○  ○ 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c: 観察・実験の技能 d:知識・理解 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）の各

項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けている。 


